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政務活動費

◆討 論◆

について
　９月９日の本会議にて、議会改革等調査特別委員長より次の議題を発議し賛成者多数により
可決されました。（本会議の内容に基づいています）

発議第８号　飛騨市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の一部を
　　　　　　改正する条例について

政務活動費の増額に関する改正部分を削るための改正提案理由

政務活動費について、令和８年10月から年額18万円、令和９年４月から年額24 万円としたも
のを改正前の年額 12万円に戻す改正の内容

令和 8 年第 3 回定例会において政務活動費の増額を含む条例改正案を可決したが、これまでの
過程において予算措置に関する市長との協議に丁寧さを欠く面があったことから、改めて予算
協議から仕切りなおすため交付額の増額に関する規定を削る

提案の趣旨

８月 24日　令和８年第３回全員協議会にて、市長より指摘があった
８月 28日　第 14回議会改革等調査特別委員会にて、委員より動議が提出され議会として
　　　　　　対応を協議した
９月　１日　令和８年第４回定例会初日に市長より、政務活動費の補正予算説明と同時に、
　　　　　　議会が予算を伴う条例改正を行うには事前に執行部と協議が必要であり、今回こ
　　　　　　の部分が欠落していたとの指摘があった。これらを基に同日、定例会終了後に第
　　　　　　15回議会改革等調査特別委員会を開催し、委員外議員からの意見も徴収し、委員
　　　　　　会としては、政務活動費の増額部分を一旦削る再改正案を委員会発議で行うこと
　　　　　　とした

改正まで
の経緯

反対討論
　事前協議がなかったことだけで、わずか３カ月で条例改正すべ
きではない。
　議決は重いものであり市民の信頼もなくなる。政務活動費の増
額については市長も必要性は認めている。手続き上の理由であり
内容は改正する必要はない。

上ヶ吹 豊孝議員
じょう が ふき とよ たか

籠山 恵美子議員
こみ やま え み こ

賛成討論
　地方自治法第 221 条第 1 項により、議会が予算措置を伴う条
例改正をするときは執行部との事前協議が必要であり今回それ
が抜けていた。一度立ち止まってプロセスを踏むことが二元代
表制における議会として市民の信頼を得ることだと思う。

反対討論
　手続き上の不備はあったが、違法とはいえない。反省はしな
ければならないが、今後の方策（市長と議会の事前協議のやり
方）をしっかり決めることが必要であり議決の重みを考えたら
安易に改正すべきでない。

高原 邦子議員
たか はら くに こ 賛成討論

　議会として事前協議は行っていない。政務活動費は一旦元の
12 万円に戻し改めて必要性、積算根拠を示し予算を認めても
らうほうがよい。

住田 清美議員
すみ だ きよ み

反対討論
　議会も行政も反省すべきは反省したい。市側は６月議会の内
容を理解した上で補正予算提出に至ったのだから素直に受け止
め条例改正の必要性はない。

森　要議員
もり かなめ

賛成討論
　様々な関係性にすり合わせの不足があったと思われる。一度
議会改革等調査特別委員会に協議の場を移し、議会運営の在り
方をしっかり調整すべきである。

水上 雅廣議員
みず かみ まさ ひろ

審議の模様は
こちらをご覧
ください▶
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議案第 65 号　令和８年度飛騨市一般会計補正予算（補正第３号）
　政務活動費の増額を見込んでいたが、審議が不要になったため撤回する

○上記の発議可決により撤回承認された議案
賛成：○　反対：×

一般質問

　①本事業の現状と課題について②利用者を
増やす新たな取り組みについて③制度の見直
しの必要性について

①令和２年度から、子どもたちがスキーに
親しむ機会をつくる目的で実施。令和７年度は、
市内小中学生 1,406人のうち673人（47.9％）が利
用した。利用者の78.6％はシーズン５回以内の利用
だった一方、31回利用し約９万円分の無料化となっ
たケースもあり、利用者間で受益に大きな差が生
じていた。また、年間約1,000万円の事業費を要す
ることから、財政的な負担も大きく、継続にあたっ
て慎重な検討が必要な状況であったことから、制
度の見直しを行った。
②リフト券の支援に加え、スキー学校のレッスン
費用を年２回まで半額助成する制度を実施してお

佐藤 克成 議員 
さ とう かつ なり

り、令和７年度は138人が利用した。また、学校の
スキー教室ではリフト券を無料化し、指導員経費
も全額支援している。さらに、両スキー場で用具
レンタル料を無料化するなど、子どもたちがスキー
を体験する機会の確保に努めている。
③予算と決算の差額は、降雪状況による営業日数
や利用実績の変動、年度途中で減額補正ができな
いことから、不要額が生じる。シーズン券相当額
を上限とする補助については、児童生徒の個人識
別や利用歴を管理するシステムが必要となるため、
現実的ではないと考える。なお、財源にはふるさ
と納税寄付金を活用しており、今後も事業効果を
検証しながら制度改善に取り組む。

スキー場リフト券
無料化事業について

答弁

YouTube

会議録はこちらから▶

　①神岡町のまちづくりを考える会について
②神岡町のまちづくりを考える会の復活につ
いて③移住支援センターについて

①この会議は８回の協議と440 人アンケー
ト結果を反映させたうえで、具体的な提言書が市
長へ提出され、坂巻公園や旧テニス場の再整備、
今後は鉱山資料館のリニュアル整備にむけて検討
している。②熱意ある各団体の自発的な動きなど状
況を見極めたうえで検討していく。③宝島社発刊の
「住みたい田舎ベストランキング」において上位に
あり、令和7年度は県内２位と着実に成果が出てい
る。今後もさらなる増加につなげて
行きたい。

答弁

神岡町の出生数について
　①暑さによる農作物の被害について②暑さ
対策に対する業務支援について③暑さ対策、
家庭への支援について④増島保育園遊戯室の
冷房設備について⑤独居高齢者、高齢者宅へ
の見守り体制について⑥観光客の暑さ対策に
ついて

①生産者や関係機関による対策もあり、大
きな被害は出ていない。今後も生産者の暑熱対策
を支援していく。②本年１月の補正予算において事
業継続設備投資促進補助制度を創設し、従業員の
作業環境改善を目的とした改装、設置や休憩室等
の改装などを補助対象としている。③今後の気象変
動の状況や市民のニーズを踏まえながら、制度の
あり方につて検討していく。④運営法人において施
設整備計画を立てて頂き要望を受け検討して行く。
⑤地域見守り相談員の見守り、民間連携として移

井端 浩二 議員 
い ばた こう じ

暑さ（熱中症）対策について

答弁

YouTube

動販売業者や郵便局との連携した見守りの開始、今
後は見守りが必要な世帯の増加することが予想され
人材確保が課題。⑥今後、暑さ対策が必要になる場
合には、クーリングシェルターの設置など検討が必
要になる。


